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航空事故調査委員会議決（空委第１３号）

委員長　八田桂三 

委員　榎本善臣 

委員　糸永吉運 

委員　小一原正 
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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

武蔵航空株式会社所属エンストロム式２８０Ｃ型ＪＡ７６１７は、昭和５６年８月４日０８時１３ 

分ごろ、機長のみが搭乗し、農薬散布中、秋田県鳥海町下笹子字長畑６９番地の民家の庭に墜落し、 

大破したが、火災は発生しなかった。

本事故による人員の死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５６年８月４日～６日　現場調査

昭和５６年１０月５日　エンジン機能試験

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５７年５月３１日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ７６１７は、昭和５６年８月４日０４時４０分ごろ、農薬散布のため、秋田県由利郡鳥海町上 

笹子字境台上田野グランドのけい留地において、機長及び整備士による飛行前点検及び地上試運転が 

実施されたが、異常は認められなかった。その後、同機は離陸し、０４時５０分ごろ同町笹子の場外 

離着陸場（以下「作業ヘリポート」と言う。）に着陸した。

同機は、現地責任者が同乗して、農薬散布区域の確認調査飛行を行った後、０５時３５分ごろから 

機長のみが搭乗し、当日第１回目の農薬散布を開始した。作業は順調に進み、その間同機に異常はな 

く、０７時５０分ごろ第６回目の散布飛行を終了後、燃料を２０ガロン補給した。

第７回目の農薬散布のため、薬剤１４０リッターを搭載して、０８時１０分ごろ作業ヘリポートを 

離陸した。機長は、離陸直後のホバリングにおいて、吸気圧３６インチ／水銀柱、エンジン回転速度 

２，９００rpm　であり、正常な馬力が得られていることを確認した後、散布地区に飛行し、高度約 

８メートル、速度約４０マイル／時で散布を開始した。続いて左Ｕターンを行うため散布地区の北側 

にある高さ約２０メートルの杉の木を飛び越えようとして、その頂上右付近まで上昇し、さらに上昇 

の操作を行った直後、同機は急に沈下し始めた。

機長は、エンジン回転速度を上げるためスロットルをフルオープンにしたが、高度低下を回復出来 

ず、民家の屋根をかすめて庭に墜落し、機首方位約２７０度で停止した。（付図参照）

２，２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷　
搭乗者

乗組員その他
その他

死亡　０　―　０

重傷　０　―　０

軽傷　０　―　０

なし　１　―

２．３航空機の損壊の程度

大破



２．４　 航空機以外の物件の損壊に関する情報

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和２２年１０月３日生

事業用操縦士技能証明書（回）　第６０２８号

取得年月日　昭和５０年１１月１日

限定事項　回転翼航空機ベル式４７型、ヒューズ式２６９型、ヒラー式ＵＨ‐１２型、エンス

トロム式２８０型、ヒューズ式３６９型、ソロイ式４７型

第１種航空身体検査証明書　第１１６５２１４５号

有効期限　昭和５６年１２月９日

総飛行時間　２，２８０時間００分

同型式機による飛行時間　２６０時間２４分

最近３０日間の飛行時間　２９時間０５分

２．６　航空機に関する情報

２．６．１　航空機

型式　エンストロム式２８０Ｃ型

製造番号　１１３２

製造年月日　昭和５３年４月１５日

耐空証明書番号　第東５６‐０６１号

有効期限　昭和５７年４月２３日

総飛行時間　５４１時間２３分

２．６．２　エンジン

型式　ライカミング式ＨＩＯ‐３６０‐Ｅ１ＡＤ型

製造番号　Ｌ‐１８４７４‐５１Ａ

製造年月日　昭和５２年１２月１５日

総使用時間　５３９時間１２分

２．６．３　ターボチャーシャ

同機のターボチャージャは、昭和５６年７月２４日に新品に交換されており、その後の使用時

間は約２０時間であった。

２．６．４．　重量及び重心位置



事故発生時における同機の重量は、２，３９３．３４ポンド、重心位置は、９７．９６インチと推算 
（注）

され、いずれも許容値　（最大離陸重量２，４００ポンド、重心範囲９６．５～９８．０インチ）内で

あった。

（注）同機は、微量散布装置を装備していたので、追加飛行規程による許容値が適用される。

２．６．５　燃料及び潤滑油

燃料は航空用ガソリン１００／１３０、潤滑油はＷ‐８０で、いずれも規格品であった。

２．７　気象に関する情報

事故発生当時の事故現場（標高約２００メートル）付近の気象状況は、機長の口述によれば、天気 

晴、視程良好、西の風約３メートル／秒であった。

なお、事故現場の北約２３キロメートルにある矢島町消防署（標高約５４メートル）における０８ 

時１０分の気象観測データによれば、天気曇、北の風、風速２．５メートル／秒、気温２８度Ｃ、湿度 

７０％であった。

２．８　航空機及びその部品の損壊に関する情報

メインロータブレード　３枚湾曲

テールロータブレード　湾曲及び損傷

胴体下部　座屈変形

胴体下面外板　破損

ランデングギヤ　左右とも破損

微量散布装置　変形

左スキッド　切損

２．９　事実を認定するための試験及び研究

２．９．１　エンジンの試運転

当該エンジンは、事故時の衝撃による外観上の損傷はなかったので、機体より取りはずして、 

当該エンジンのオーバホールマニュアルに従って台上運転を実施した。

その結果、エンジンは正常に回転し、かつ、エンジン出力は規定値（１８８．２～２０１．６馬力）

に対し２００．０馬力であり、出力の低下は認められなかった。

２．９．２　ターボチャージャの外観調査

ターボチャージャのインペラを手回ししたところ、円滑に回転し、固着等の形跡はなく、正常 

であった。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

３．１．１　エンジンの試験及び調査結果から同機のエンジンに異常はなく出力の低下もなかったこと 

並びに機長の口述から同機は事故発生約３分前の離陸直後のホバリングにおいて異常がなかった 

こと及び同機が沈下を始めたころにエンジンの異常音、機体の振動又は複式回転計の針割れもな 

かったこと等から、事故当時、エンジンの突然の出力低下はなく、エンジンは、正常に作動して 

いたものと推定される。

３．１．２．　機長の口述によれば、機長は、左Ｕターンを行うため高さ約２０メートルの杉の木を飛び 

越えようとして、回転計等を視認することなく、上昇のための操作を行ったが、同機は、杉の木 

の頂上右付近で沈下し始めた。正常時のエンジン回転速度は２，７５０～２，９００rpm　（メイン 

ロータ回転速度は３３２～３５０rpm相当）であるところ、この時には、エンジン回転速度は 

約２，４００rpm　（メインロータ回転速度２９０rpm相当）まで低下していたが、エンジンの 

異常音、機体の振動又は複式回転計の針割れはなかったと述べている。これは、上昇の際、機長 

が行ったピッチ上げ操作とスロットル操作との調和が十分でなかったことのため、メインロータ 

回転速度が正常作動範囲をはずれて低下したことによるものと推定される 。

３．１．３　メインロータ回転速度を正常作動範囲以下に低下させると、回復までに時間を要すること 

及びすでに低高度（約２０メートル）であったことから、同機は、機長がメインロータ回転速度 

を回復しようと努力したにもかかわらず、回復できないまま墜落したものと推定される。

４　結論

(1)　機長は、適法な資格を有し、所定の航空身体検査に合格していた。

(2)　ＪＡ７６１７は、有効な耐空証明を有し、事故発生時まで不具合はなかったものと推定される。

(3)　事故当時の気象は、当該事故に直接関連はなかったものと推定される。

(4)　エンジンの試験及び調査結果から、事故当時、エンジンは正常に作動していたものと推定される。

(5)　機長は、左Ｕターンを行うため杉の木を飛び越えようとして上昇のための一連の操縦を行ったが、 

この間、機長のピッチ上げ操作とスロットル操作との調和が十分でなかったため、同機は、メイン 

ロータ回転速度が正常作動範囲をはずれて低下し、沈下したものと推定される。

(6)　メインロータ回転速度を正常作動範囲以下に低下させると回復までに時間を要すること及びすで 

に低高度であったことから、同機は、メインロータ回転速度が回復できないまま墜落したものと推



定される。

原因

本事故は、上昇の際、機長のピッチ上げ操作とスロットル操作との調和が十分でなかったため、メ 

インロータ回転速度が低下して沈下し、墜落したことによるものと推定される。





付図


